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　2018 年度　幸地区まちづくり委員会　　防災部会

　防災意識調査アンケート結果　　　（２５区）　　　　　　　　　　　　　　　　2019.03.01

設問(1)　あなたは、自宅でどのような減災対策および備蓄をしていますか？(複数回答可)

コメント：２５区は、幸地区平均と分布形状がほぼ同じですが、家具や電化製品の転倒防止、ガラスの飛散防止と災

害用簡易トイレが低い傾向にある。　ケガの原因で多いのが転倒した家具によるものですので、家具の固定が重要

です。　又、災害用簡易トイレは自治会でも備蓄しているが各家庭でも備えてほしい。         

設問(2)　あなたは、今後、大きな災害が発生した場合、どのような点について 不安を感じますか？

　　　　                                                                                                      (複数回答可)              

コメント：２５区は、幸地区平均と分布形状がほぼ同じですが、

　　　　　　　　家族の安否と避難所での生活が不安との回答が多かった。
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ａ . 飲料水
ｂ . 食料品

I. 医薬品 

j. ガラスの飛散防止対策

k. 家具や電化製品の

　転倒防止

l. 特に何もしていない

ｃ . 非常用持ち出し品

ｆ . 消火器
ｇ . ラジオ

ｅ . 懐中電灯、電池

ｄ . 災害用簡易トイレ

ｈ . カセットコンロなど

ａ . 家族の安否がわからなくなること

ｄ . 避難所での生活 ｅ . ケガをした時の治療

ｆ . 近所の助け合いｃ . 自宅での避難生活

ｇ．特に感じていないｂ . 家・家具・設備の被害

％

％
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幸地区平均

はい 45 （ 53% ）
いいえ 40 （ 47% ）

２５区
はい 328 (45%)

いいえ 406 (55%)

幸地区全体

はい 58 （ 68% ）

いいえ 18 （ 21% ）

わからない 9 (11%)
２５区

設問(3)　あなたは、家族や身近な人との安否確認方法を決めていますか？ 
       

設問(4)　設問(3)で”はい”と回答の方、それはどのような安否確認方法ですか？ 

                                  

                                                         

　

コメント：２５区は、幸地区平均に比べて自宅玄関を使った連絡方法とラインを利用するとの回答が多かった。

　　　　　なお、一つの手段では連絡が取れない場合も想定し、いくつかの方法を選択肢にいれておくと良いでしょう。

設問(5)　あなたのお住まいは、1981 年耐震基準（昭和 56 年 6 月 1 日）以降に建築された家ですか？
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ａ . 自宅の玄関などに避難先がわかるようにする

ｄ .171 災害用伝言ダイヤルを利用

ｅ .web171 災害用伝言板を利用

ｉ . ツイッター (Twitter)

ｈ . フェイスブック (Facebook)

ｇ . ライン (LINE)

ｆ . 携帯災害用伝言板サービスを利用

ｂ . 親戚や知人を介して連絡できるようにしている ％
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自治会の防災訓練

４地区合同いっせい防災訓練

参加していない
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63

18

15

一時避難場所

広域避難所

知らない

0 10 20 30 40 50 60 70 80

74

61

1

自治会の防災訓練

４地区合同いっせい防災訓練

参加していない

0 50 100 150 200 250 300 350

167

61

315

一時避難場所

広域避難所

知らない
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84

ｃ . 親戚や知人の家 ｄ . 自家用車

 設問(6)　あなたは、被災した後、どこで生活することを想定していますか？(複数回答可)

                                                         

　

コメント：２５区は、幸地区平均と分布形状がほぼ同じですが、自宅と公的避難所の回答が多かった。

　　　　　　　　自宅と回答した方も家が倒壊し自宅での生活が困難な場合は公的避難所等を利用することも

　　　　　　　　想定しておく必要があります。

設問(7)　あなたは、この地区の避難先をご存知ですか？(複数回答可)

　　　　　　　　　[25 区] 　　[幸地区全体]

                       

                                                                          

                                                                                      

設問(8)　あなたは、昨年どんな防災訓練に参加しましたか？(複数回答可)

　　　　　　[25 区] 　　[幸地区全体]
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　ａ . 自宅

ｅ . その他ｂ .公的避難所

％



１人 9 世帯 11%

２人 28 世帯 34%

３人 20 世帯 24%

４人 14 世帯 17%

５人 9 世帯 11%

６人 3 世帯 4%

安否確認方法

家具転倒・落下・ガラス飛散防止方法

避難経路の確認

応急手当方法

自宅での備蓄品について

初期消火の方法

救出・救護方法
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常住 92%

非常住 8%

男性 69
女性 107

安否確認方法

家具転倒・落下・ガラス飛散防止方法

避難経路の確認

応急手当方法

自宅での備蓄品について

初期消火の方法

救出・救護方法
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58
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226

30 代 2 人 (2%)

40 代 12 人 (14%)

50 代 14 人 (17%)

60 代 25 人 (30%)

70 代 24 人 (29%)

80 代 6 人 (7%)

設問(9)　あなたは、今後どのような防災訓練を実施して欲しいですか？(複数回答可)

　　　　　　　　　　　　　[25 区] 　　　　[幸地区全体]

設問(10)　回答された２５区の方について教えてください

性別：　　　　　　　　　　　　　　　年齢：

世帯人数：                                                           　　居住状況：
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合計

世帯数 96

回答数 85

回収率 89%




